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発行 かわごえ環境ネット ／ 編集 かわごえ環境ネット広報委員会 

 

『社会環境推進委員会』が発足 

 2001年度の年間目標の一つであるグループの専門委員会化へ向けて、従来の社会環境グループは、
組織も新たに「社会環境推進委員会」として、12月１日に発足しました。 
 かわごえ環境ネットの全会員を委員対象とする特異性を有しながら、地球環境と生活環境に関わる

問題を中心にして、より活発な事業展開が期待されます。 
 当面の事業は、11,12 月に行った可燃ゴミのアンケート調査の集約・結果の分析と、川越の環境条
例を知る研修会の開催等となっています。 
 なお、自然環境グループも専門委員会化を準備中です。 
 
 社会環境推進委員会の構成（2001年12月１日現在） 
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 委 員 長 志賀宣宏（民間団体）    幹 事 原田三次（個人） 
 副委員長 小野 浩（個人）      幹 事 渡辺利衛（個人） 
 庶務担当 長内隆久（個人）      幹 事 吉田庄一（個人） 
 会計担当 中山勝美（個人）      幹 事 多比良康彦（個人）

 委  員 委員会出席会員       幹 事 牛島真也（事業者）
環境グループのフィールドワーク報告 
境ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、川越の代表的な自然

るために、9月、11月にフィールド
実施しました。それは、“新河岸川と

”と“不老川と雑木林”でした。 
川では、昔の船着場跡やホタルの

を見学しました。旭橋の下流には、

れない湧水池が見られ、植物や野

な成育地として、河畔林が残され

。案内していただいた島村氏によ

雨による上流からのごみの流れ込

保全を広げるために取り組むこと

題があるので、この観察結果をまとめて「夢プラン」を作成しています。 
と雑木林の観察では、きれいな水が流れ、のんびりした農村景観に多自然型護岸を作っ

生き物の復活のきざしが見られます。親しみやすい不老川を目指して提言を作成してい

の中では木々が黄葉しており、寄付地では伝統的な管理で林内がびっくりするほどきれ

て、人と林の関係を知る良い実例になりました。森林公園構想の実現が期待される感想

れています。 
詳細については事務局にお問い合わせください。） 
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   団体会員の紹介                  

大地を守る会（㈱大地）       連絡先（川越ｾﾝﾀｰ）〒350‐1156 中福878-3 

                      責任者 藤田和芳 ℡ 049-261-3141 
 大地を守る会は1975年、農薬公害の追放と有機農産

物の安定供給を目指して、運動と事業を両輪とする組

織として生まれました。 

 大量生産・大量消費を繰り返し、地球環境をも消費

するかのような時代にあって、「農薬追放！と百回叫

ぶより、とにかく“本物”を一回食べてもらおう！」

と、安全な農産物の宅配事業を通じて有機農業運動の

裾野を広げ、現在、消費者会員約 53,000 名、生産者
会員約2,500名を数えます。 
 農産物を作っているところを絵に描けない子ども達

がいるとされる今、人々の心の中で、「生産」と「食」との距離が大きく広がってしまっています。そ

の距離は、私達の“いのち”の根幹である生産と食、つまり「畑や海」と「食卓」の距離を縮め、よ

り強く結んでいくために、生産者と消費者との顔の見える関係づくりに努めています。 
 農薬や食品添加物、環境ホルモン、遺伝子組換え食品といった食の安全性の問題から、減反政策、

原子力発電といった国の政策についての問題にまで取り組んでいます。また、ゴミ・リサイクルや学

校給食など、地域に密着した問題にも積極的に取り組んでいます。 
 

クリーン川越めざす会        連絡先 〒350‐0045 南通町11‐2 

                      代表者 武田侃蔵 ℡・FAX 049‐222‐0786 

 

 澄んだ青空、緑いっぱいの木々の茂み、魚が泳ぐきれいな川、

そして、街の通りにはゴミも落ちていない・・歴史と伝統を誇

る川越のまちはそうあって欲しい。夢じゃない、必ず実現させ

ると旗揚げしたのがこの会です。 

 手はじめに、足元のポイ捨てゴミの絶滅と、放置自転車の解

消によるクリーン川越の実現を第一目標にしました。埼玉県は

罰則付の「ポイ捨て禁止条例」を2001年4月から施行していま

す。府県段階では21番目です。全国の市町村では１千を超える

自治体で類似の条例を作っています。しかし実効はあがってお

りません・・なぜでしょうか。 市民の意識改革、啓発と実践

が必要です。 

「やめて下さい！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自転車」のゼ

ッケンを着けて月2回、川越の繁華街のポイ捨てゴミを拾って

います。行政やＪＴにも対策を申し入れます。共鳴者の実践参 

                加を待っています。現在の会員数は8名です。 
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   会員の広場（一言コーナー）                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 原 
 
 

 みみずコンポストをつくりませんか！ 
 あなたの家では、どんなごみ減量作戦を展

開していますか。みみずの習性を利用した生

ごみ処理は、家庭でのごみ減らしにエネルギ

ーなしでできる理想的なリサイクルであると

いわれています。 
 飼育環境さえ整えば、自然に繁殖して生ご

みを食べてくれ、そのフンは肥料になります。

 先ずはみみずｺコンポスト（飼育箱）を一緒

に作りませんか。作り方は、市販のプラスチ

ック箱をちょっと加工するだけです。また、

みみず飼育のノウハウは全て開示します。 
 箱サイズは40㌢×28㌢深さ14㌢、これを
4 段に重ねて使用します。費用は箱 4 個とふ
た材税込み￥1700程度です。軒下の空きスペ
ースを利用してすぐはじめられます。 
 なお、みみず仲間のグループ結成も準備し

ています。 
 詳細の問合せ等は直接ご連絡ください。 
   ℡・fax 049‐242‐4322 
         （個人会員 渡辺利衛） 

 

原子力発電所をたずねて 
 去る11月26日、社会環境ｸﾞﾙｰﾌﾟで実施した、柏崎
の感想文が寄せられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

個人会員 中山勝美  
 一度は見学したいと思っていたことが実現しまし

聞いたりと、電気があるのは当たり前のことであり

はほとんど知らなかったのです。 
 ウランペレット1㌢の円柱が、家庭の電気使用量
その6割は緑化地帯とのこと）に、7基のユニット
原料で発電されていること、さらに使用済みウラン

ること、このプルサーマル計画のことなど他人事の

てリサイクルの重要性を知りました。 
 放射線は怖いと認識しているだけで、自然放射線

していたのです。私達が今生活していくためには、

ないことを、発電所を見学したことで少しだけ解っ
 「思いやり」の精神を！ 
 「思いやり」 これは私が一番好きな言葉

で、大切にしていることです。人間らしく社

会で生きていく上で最も必要な精神であると

思っています。その精神があれば、自分はも

とより、対象とする人、物、全てを取り巻く

環境に対して優しく接することができると信

じています。 
 森林を伐採する、自然を破壊して建物を作

る、空気を汚す、水を汚す、騒音をたてる、

ごみのポイ捨てをする、水や電気を必要以上

に使う、違法駐車をするなどなど。少し物事

に気を配って行動を取りさえすれば・・。 
 ものは考えよう。人がみな同じ考えを持っ

ているわけではないけれど、一人一人が「思

いやり」の精神を大切に抱き続ければ、川越

の街はもっと良くなるのではないでしょう

か。これからもかわごえ環境ネットを通して

「思いやり」の精神を持って、様々な問題を

解決するために楽しくやっていきたいと思っ

ています。 
         （個人会員 長内隆久）

 

刈羽原子力発電所見学会（参加者38名）

た。夕方電灯をつけ、料理をしたり、ＣＤを 
、空気のような存在でした。実は電気のこと 

の約9ヵ月分に相当すること、広大な土地（ 
が厳重な管理のもとにｶﾅﾀﾞ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱのウラン 
燃料はリサイクルできるエネルギー資源であ 
ように聞き流していた私でした。全てにおい 

と人工放射線があり私達はいつも一緒に暮ら 
電気を上手に使用し、発電もしなければなら 
たように思います。 
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   各団体の１月から３月の行事予定          

                                         
 
 
 
 
 
 
 
 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 
☆ 森林公園かんさつ会 

2/19（火）3/28（木） 
☆ 動植物調査 ― 毎月第1月曜日 
☆ 自然観察会  2/3（日）3/24（日） 
 
問合せ先：谷津弘子 ℡049-224-9118 

雑木林に親しむ会 
☆ くずはき         1/20（日） 
☆ 冬の郷土料理有機野菜のﾚｼﾋﾟで2/3（日） 
☆ 陽だまり林散策      2/16（土） 
☆ 林へ・芽生えを探しに   3/16（土） 
☆ 雑木林見学 東大和市立狭山緑地3/23（土） 
 
問合せ先；過 昌司 ℡049-246-1155 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

かわごえ「地球村」 
☆講演会・持続可能な社会へのメッセージ 
-環境先進国デンマークの国家、企業、市民の取組みについて- 

2002／1／21（月）埼玉労働会館（有料） 

☆ 地球環境ｾﾐﾅｰ「地球のためにできること」 

2002／2／10（日）大宮さいたま市民会館 

                （有料） 

問合せ先；松岡壽賀子 ℡049-246-7164 

小畔の会 
☆名細歴史散歩の会と合同散策会 1/19（土）
☆川本町自然観察会 2/9（土） 
☆ 平成13年度反省会 3/9（土） 
 
問合せ先；志賀宣宏 ℡049-233-3460 

 
～～～～事務局だより～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
  市民環境調査 ～湧き水探検隊～（湧き水調査）を実施します。名細地区の貴重な湧水地点を
散策し、簡単な水質分析も実施します。会員のみなさまのご参加をお待ちしております。 
 日時 ２月23日（土）9:00～12:00    会費 １００円 
 集合 9:00am 新清掃ｾﾝﾀｰ建設事務所 申込み 2／1(金)より電話又はFAXで環境政策課へ 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～広報委員会だより～～～ 
●この「会員通信」の愛称を募集いたします。かわごえ環境ネットにふさわしく、親しみやすい

紙名を考えてください。また、シンボルマーク（ロゴ）も合わせて募集いたします。応募は本紙

折込みの用紙で、締切りは平成14年2月28日、未発表のものに限ります。 
広報委員会の体制をお知らせします。 
●平成13年2月に、専門委員会として発足した広報委員 
会ですがその後委員の入れ替え等もあり、現在は右表のよ 
うになっています。 
 取材や編集等に興味のある方の入会をお待ちしておりま 
す。また、投稿記事蘭の余裕はいつでもありますのでご利 

委員長  吉田庄一（個人） 
副委員長 長内隆久（個人） 
庶務担当 多比良康彦（個人） 
会計担当 中山勝美（個人） 
・会員通信 吉田（兼）志賀宣宏（団体）

多比良（兼）中山（兼） 
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 長内（兼）岡部琢真（個人）

用ください。 
◇環境ｷｰﾜｰﾄﾞは休ませていただきました。 

編集 かわごえ環境ネット広報

事務局 〒350-8601 川越市元町1   
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